
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

注１咳蜜するロには、レ印を記入してくだ増い、特月詞｢典者以外の卒業者の方はし印のRE入は不要です。

２「逓牢年度」とは叶因期間の前年度を、「ロ掴年度」とは計画期間の赴終年度を、「頓告年度」とは計画期間のうち、今回粗告の対象となる年度をいいます。
３「事粟所騨排出区分」とは京都府内の事業所等の事典活動のためのエネルギーの使用に伴い発生する沮盆効果ガスを、「輸送立岡排出区分」とは自動車運送事粟者については使用の本拠の位囚を京都府内とする車両
の排出する沮盆効果ｶﾞｽを､鉄道事窪者については保有する貨物立岡又I土旅客車両の排出する沮室効果ｶﾞｽを．「その他排出区分ＪＥは上記以外のji(都屏丙に諸ける事藁所6F両本業活砥に拝承兜杢十麺孟軸奥ガス
をいいます。

４１原lu位当たりの沮蜜鯉ｶﾞｽ排ltI丑毎｣の｢用途区分」には､ＣＯ工MU､事務所などの用通を!Ｂ入してください。「原'11位の指標」には.分子の｢二酸ｲ醗索換算｣の下'二分母となる扣楓（…数仕､延べ床面
積、走行l鋲B等）を２２入してください。

５「その他の地球廻唄化対筑による退室効果ガスの'111減丘等」のうち「森林の保全及び整働」の「目楓年度（叶画）」楓には8f団期１N】中の日揮の累叶を、「１８告年度（実績）」楓には実齪の累叶を記入してください．

６「特記ＩＰＥJ」には、平凪２年度（１９９０年度）を基準とした排出趾の対比や、省ニネ製品Un発など他宕の温室効果ガス排出'1Ｉ域への貢献、グリーン圃逮の採用、特定フロンなどの条例指定外の沮蛮効果ガスの削減
などを記入してください。

● 

住所(法人にあっ
ては、主たる事務
所の所在地）

京都市下京区烏丸通松原上る薬師前町700番地

氏名（法人にあっ
ては、名体及び代
表者の氏名）

株式会社京都銀行取締役総務部長宮村定男

卒業者の主たる
業種 金融業

蕨当する事業者
要件 厩京都府地球i凰暖化対策条例施行規則第10条第１号麟当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

巨悪調Ii醤遡鬮化鑪条例施行規則蕊10条簾2号又は鏑3号艫当事蕊者(大規模遮選蕊業者(ﾄﾗｯｸ又はﾊﾞｽ100台以上/ﾀｸｼｰ150台以上/銭逝車両
I目 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号咳当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出率業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 ２０年４月～２３年３月

基本方針

企業活動が環境に与える影響を的確に把握し、目的・目標を定めて取組むとともに定期的に見直すことにより環境保全活動の継続的な推進に努める。

推進体制 環境問題は経営の重要課題と位通付け、取締役を構成員とした「環境会駿」を開催し積極的・継続的に環境保全活動を推進している｡本活動を通じて省ヰル
ギー、省資源、ﾘｻｲｸﾙ活動を実施し、温室効果ガスの排出壁削減をはかる。

環境マネジメントシステム名称 ＩＳＯ14001 

適用範囲 事務センター

取得年月日 平成15年９月29日

年度ごとの具体
的な取組及び措
固の状況

年度

21年度～

21年度～

21年度～

設備、対象、工程等

店舗・設備

本部・営業店

全店

措圃内容

環境に配慮した店舗股計（屋上緑化、太陽光発篭、LED照明等）

｢環境の日」の実施、ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ・ｳｫｰ｣､ﾋﾞｽの継続実施

資源のﾘｻｲｸﾙの推進．

温室効果ガスの
排出赴等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基率年度（実綴）
(19）年度

(二鹸化l剥爽RnfF）

目標年度（計画）

<22）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報告q三度（実綴）

(21）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
〔実績）

9,116.4ｔ 8,842.9ｔ -3.0％ 8,853.7℃ -2.9％ 

ｔ ｔ 弘 ｔ 船

ｔ ｔ ％ ｔ 船

巾１ 9,116.4ｔ *歴8,842.9ｔ -3.0％ ＊４ 8,853.7上 -2.9％ 

「環境の日」の設定、ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ・ｳｫｰﾑﾋﾞｽ謝等の施策実施により、役職員の環境に対する意識は向上している。CO2の排出且削
減については、計画2年目でほぼ目標を捉えられている。

原単位当
温室効果
出量等

用途区分 原単位の指標

二酸化炭素換算

二酸化炭素換騨

二酸化擾素換騨

実績に対する自己評価

基箪年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率〈実統）

粥 船

船 艶

％ 船

その他の地球温
哩化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熟の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
堂の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）
敗ｉｎ丘等 (二酸化炭素換算）

〔整備面積） hａ (吸収■ ｔ 

(利用且） Iｎｌ 【削減且 ｔ 

(充愈量） kwｈ (削域日 ｔ 

(熟供給且） GＪ (削減日 ｔ 

(剛入丘） kwｈ (削減ロ ｔ 

(餓入丘） ｔ (劇滅曰〉 ｔ 

中３ｔ

報告竿圏 (実績）
取組仕埣 (二隣化睡緊換算）

(益備面積） hａ (吸収趾） ｔ 

(利用且） XｎＢ (IIli9ia） ｔ 

(宛I荘赴） kwｈ (『棚滅且） ｔ 

(熟供給通） GＪ 〔rIU城丘） ｔ 

(睡入且） kwｈ (iN減且） ｔ 

(鴎入且） ｔ (則減量） ｔ 

*５ｔ 

差引排出量

(排出合叶-1111域等合叶）

基fin年度（実績）

＊】 9,116.4ｔ 

目標年度（計画）

(蛇)-〔輔）80842.9ｔ

増減率（計画）

-3.0％ 

報告年度（実績）

(.｡)-(●5〕80853.7ｔ

増減率（実績）

-2.9％ 
地球温暖
に資する
献活動

特記事項


